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Contents)

本研究室では有機材料を用いた光機能デバイスの研究をおこなっている。デバイス
開発の工程としてしばしば特殊な基板作成が必要になるが、その基板作成をARIM
の設備を利用して行いたいと考えている。ARIMの設備を利用して行いたい基板作
成は大きく分けて２つあり、まず１つ目はリングパターニング基板の作成である。
この研究課題では最終的にキラルなπ共役ポリマー用いてリング共振器を作成し、
そこから特殊な光波であるボルテックスビームを発振させることを目的としている。
この研究において、ポリマーリングを作成する際にポリマーを導入するガイドとし
てパターニング基板を作成することを考えている。具体的には石英基板にARIMの
装置を用いてエッチングを行い、リング状の溝を作製し、そこにポリマー溶液を流
し込むといった工程となる。２つ目の研究課題は、液滴共振器をのせる超撥水基板
の作成である。イオン液体を用いた液滴共振器は優れた真球性から高性能な共振器
として知られており、この液滴共振器を基板上に安定して配置するために超撥水基
板を用いている。この超撥水基板にはナノピラー構造がシリコン基板の上にあり、
それによって撥水効果をもたらしている。以前まで使用していた基板はナノピラー
の配置がランダムであり、幾つかの問題が生じていた。そこで今年度からはエッチ
ングによってナノピラーを整列させた超撥水基板を作成することを計画している。
この課題では主にレジストコーティングの工程をARIMの機器を利用して行う予定
である。以上２つが今年度計画している研究概要である。

実験
Experimental

パターン投影リソグラフィシステムを用いてレジストパターンの作成を行った。作
成したパターンはリング共振器作成用のリングパターンと液滴レーザーデバイス用
の回路パターンである。

結果と考察
Results and Discussion

ポジ型フォトレジストであるAZ5214Eを用いて希望のパターニングを作成するこ
とに成功した。図１にπ共役ポリマーを用いて作成したリングの画像を示す。石英
基板のポリマーフィルムを作成し、その上にレジストパターンを作成した。その後、
酸素プラズマエッチングによってポリマー層をエッチングした。このリングは共振
器として働かせることはできなかったが、キラルポリマーに由来する螺旋配向を持っ
ていることが示唆されており、現在詳細について調査中である。液滴レーザーデバ
イス用の回路基板の作成においては、同様にレジストでパターンを作成したの
ち、ITOをスパッタリングすることによって電極を作成した。作成した電極付き基
板は液滴レーザーの電気的制御に用いて、レーザー発振のコントロールに成功した。
（図２）
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Equations 1

図1 酸素プラズマエッチングで作成したポリマーリング
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図２ 作成した液滴レーザーデバイスと電極基板
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